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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成 23 年 7 月 7 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしました

ので、お知らせいたします。 

記 

（金額の単位：百万円） 

平成 24 年５月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 23 年６月１日～平成 23 年 11 月 30 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
1 株 当 た り

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 ( A ) 1,400 △ 26 △ 27 △ 29 △ 941.07

今 回 修 正 予 想 ( B ) 1,049 △ 28 △ 22 △ 68 △2,221.77

増 減 額 ( B - A ) △ 350 △ 2 4 △ 39  

増 減 率 ( % ) △ 25.0 － － －  

（ご参考）前期第2四半期実績 
（ 平 成 2 3 年 5 月 期 第 2 四 半 期 ） 1,350 △ 67 △ 59 △ 61 △ 2,008.66

平成 24 年５月期通期連結業績予想数値の修正（平成 23 年６月１日～平成 24 年５月 31 日） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純 利益 

1 株 当 た り

当期純 利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 ( A ) 3,200 100 100 96 3,115.26

今 回 修 正 予 想 ( B ) 2,600 100 100 50 1,622.53

増 減 額 ( B - A ) △ 600 0 0 △ 46 

増 減 率 ( % ) △ 18.8 0.0 0.0 △ 47.9 
（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 2 3 年 5 月 期 ）
2,504 △ 117 △ 111 △ 113 △ 3,691.57

平成 24 年５月期第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成 23 年６月１日～平成 23 年 11 月 30 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益 
1 株 当 た り

四 半 期 純 利 益

 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 ( A ) 1,400 △ 26 △ 28 △ 908.62

今 回 修 正 予 想 ( B ) 1,049 △ 22 △ 69 △ 2,253.79

増 減 額 ( B - A ) △ 350 3 △ 41  

増 減 率 ( % ) △ 25.0 － －  

（ご参考）前期第2四半期実績 
（ 平 成 2 3 年 5 月 期 第 2 四 半 期 ） 1,286 △ 58 △ 60 △ 1,956.09



 

平成 24 年５月期通期個別業績予想数値の修正（平成 23 年６月１日～平成 24 年５月 31 日） 

 
売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

1 株 当 た り

当 期 純 利 益

 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 ( A ) 3,200 100 96 3,115.26

今 回 修 正 予 想 ( B ) 2,600 100 50 1,622.53

増 減 額 ( B - A ) △ 600 0 △ 46 

増 減 率 ( % ) △ 18.8 0.0 △ 47.9 
（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 2 3 年 5 月 期 ）
2,413 △ 133 △ 141 △ 4,598.91

 

修正の理由 

第２四半期累計期間（連結・個別） 
第２四半期累計連結業績予想につきましては、主力であります OEM 製品販売が、期初の想定より減少しており、

くわえて、オリジナル商品販売につきましても、販売が低調であったため、売上高が期初の予想に比較して 350

百万円程度減少する見込みであります。 

損益面においては、売上高は減少しておりますが、生産面でのコストダウン及び固定費の削減等に努めたことに

より、改善を図り、営業損失 28 百万円、経常損失 22 百万円となる見込みであり、ほぼ期初の予想どおりでありま

す。また、四半期純損失は、本日別途開示をしております本社移転に係る特別損失 44 百万円を、第２四半期会計

期間に計上することに伴い、68 百万円となる見込みであります。 

なお、個別業績予想の修正理由の内容につきましては、連結業績予想と同様となります。 

通期（連結・個別） 
通期の連結業績予想につきましては、第２四半期末までの業績見込み及び現時点での主力OEM製品シリーズの受

注状況及びオリジナル商品の販売予測等を勘案すると、売上高が期初の予想に比較して600百万円程度の減収とな

る見込みであります。 

一方、損益面においては、生産コスト及び固定費等の削減効果を勘案し、営業利益及び経常利益の予想は据え置

きとさせていただきます。また、当期純利益につきましては、第２四半期会計期間に計上する特別損失等を勘案し、

50百万円に修正させていただきます。 

なお、個別業績予想の修正理由の内容につきましては、連結業績予想と同様となります。 

以 上 
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